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主な内容　p2さじき席の販売について、p3スーパープレミアム商
品券販売、p4「移動式赤ちゃんの駅」、p5-7稲敷市の介護保険、p8
新庁舎建設、p28地域おこし通信、ほか
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■ 3 カ年ごとに策定します。
　市では、老人福祉法および介護保険法に基づき、「稲敷市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画」（平成 27
年度から 29 年度）を平成 27 年３月に策定いたしました。
　本計画は、高齢者をはじめとする誰もがこのまちで健やかに安心して暮らし続けることができるよう、総合的な
高齢者福祉の向上を図るためのものです。

■要介護・要支援認定率 18％超えに
　市の総人口は、平成 18 年には５万人を下回り、年々
減少して平成 26 年 10 月で 44,358 人となっています。
65 歳以上の高齢者人口は、高齢化率が上昇しており、
平成 26 年で 29.4％となり、約４人に１人以上が高齢
者です。高齢化率に関しては、茨城県および全国とも年々
上昇していますが、それよりも市は高い水準で推移して
います。
　市の要介護の認定者数は、平成 12 年度の介護保険制
度開始以来、年々増加しています。65 歳以上で認定を
受けている人は、平成 26 年９月末現在で 1,937 人とな
り、65 歳以上の高齢者に占める認定率は 14.8％となり
ました。平成 27 年度以降には 16％を超え、平成 29 年
度には 18.4％となり、約５人に 1 人が認定を受けると
見込まれます。（グラフ 1）

■介護給付費が伸びています。
　介護給付費とは、介護サービスを利用した場合の費用
のうち、原則１割の利用者負担を除いた９割相当分のこ
とをいいます。
　介護給付費は年々増加傾向にあり、認定者の増加に伴
い、伸びが高くなる見込みです。（グラフ 2）

■介護保険料の基準額が、4,200 円から 4,800 円へ
　65 歳以上の方の介護保険料は、平成 24 年度から 26 年度については、基準額で月額 4,200 円でした。しかし、
介護給付費の増加や、65 歳以上の方の負担割合 21％から 22％に上がることなどから、介護保険財政を運営するに
当たり、保険料の値上げが必要となります。基金の取り崩しなどを行いますが、値上げは避けて通れない状況にあ
ります。平成 27 年度から 29 年度の保険料は月額 4,800 円（約 14.3％の増額）となります。
　一人ひとりの介護保険料算出方法は、自分の所得と世帯員の方の住民税が課税か非課税かによって決定します。
なお、所得の低い方については、介護保険料の軽減を実施します。

H24 ～ H26　保険料（基準額）

月額 4,200 円

H27 ～ H29　保険料（基準額）

月額 4,800 円

介護保険事業計画って何？

稲敷市の現状はどうなっているの？

グラフ２

グラフ１

～さじき席の販売について～
稲敷市の夏の風物詩「稲敷市合併 10 周年記念 2015 いなしき夏まつり花
火大会」が８月 22 日（土）に開催されます。
今年も、江戸崎総合運動公園のサッカー場にマス席、テニスコート内にテー
ブル席を設置します。
※ さじき席は完売次第終了となりますので、お早めにお買い求めください。
●いなしき夏まつり実行委員会（東庁舎商工観光課内）

tel.029-892-2000（内線 5600）／ fax.0299-78-2274
●稲敷市観光協会ホームページ　http://www.inashiki.com
●えどさき笑遊館　tel.029-892-2117
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いなしき夏まつり花火大会のメッセージ花火、プログ
ラム広告、花火賛助金を募集します。盛大な花火大会
になりますよう、多くの方々のご協力をお願いします。
メッセージ花火
花火を打ち上げる時に、会場でメッセージを読み上げ
ます。あなたの願いをこめて夜空に打ち上げてみませ
んか？（先着 10 名様）

（料金）６号玉：１万 5000 円　尺玉：６万 5000 円
プログラム広告
花火大会プログラムに広告欄を用意しました。

（先着 22 名様、３万円から）

花火賛助金
花火大会は、市民の皆さまと企業の賛助金で開催して
います。4 口以上（1 口 5000 円）お申し込みの方には、
さじき席をご用意します。ご協力をお願いします。

申込方法
お申込みは商工観光課（結佐 1545）、または稲敷市商
工会（江戸崎甲 548-3）で受け付けています。

申込期限　７月 10 日（金）まで。

問合せ先　いなしき夏まつり実行委員会【東庁舎内】

　　　　　☎ 029-892-2000

花火大会のご協力者を募集します
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　１　高額介護サービス費の見直し（平成 27 年８月～）

　介護保険の高額介護サービス費の限度額（一般世帯月額 37,200 円）は制度創設時の医療保険の高額療養費に合
わせて設定されていましたが、医療保険の一般世帯の限度額は既に、44,400 円に引き上げられているため、介護
保険でも見直しが行われました。

　２　補足給付の見直し（平成 27 年８月～）

　平成 17 年より、特別養護老人ホーム等の費用のうち、食費や居住費は本人の自己負担が原則となっています。
　住民税非課税世帯の利用者については、申請に基づき、食費・居住費を補助する特定入所者介護（予防）サービ
ス費を支給しています。（負担限度額認定）このサービス費は、本来の給付とは異なり福祉的な性格を有しており、
食費や居住費を負担して在宅で生活する方との公平性を図る必要があること、預貯金等を保有し負担能力が高いに
もかかわらず、保険料を財源とした補足給付が行われる不公平を是正する必要があることといった観点から要件の
見直しが行われます。

利用者負担段階区分 上　限　額
（月　額）

一般世帯 37,200 円

市町村民税非課税世帯 24,600 円

●本人の合計所得と課税年
金収入額の合計金額が
80 万円以下の方

●老齢福祉年金受給者の方

15,000 円
（個人）

生活保護受給者 15,000 円
（個人）

基準
○　同一世帯内の第１号被保険者に現役並み所得相当の者がいる場合に、その世帯の負担の上限額を 44,400 円と

します。
○　現役並み所得相当の基準は、高齢者医療と同様とし、
　・ 課税所得１４５万円以上
　・ ただし、課税所得１４５万円以上の場合でも世帯内の第１号被保険者の収入が、

１人のみの場合は３８３万円、２人以上の場合は５２０万円に満たない場合に、申請（「介護保険基準収入額適用
申請書」）により一般世帯（上限 37,200 円）に戻します。

○　申請により一般世帯に戻る可能性のある方については、稲敷市より勧奨通知を６月末に発送予定です。

○　介護保険施設等の居住費（多床室）の負担限度額の見直し
　　報酬改定に伴う多床室の基準費用額の見直しに合わせて、平成２７年４月から利用者負担第２段階・第３段階

の利用者負担額が 320 円から 370 円へ改定されております。
　　また、平成 27 年８月からは更に特別養護老人ホームの多床室の基準費用額が 370 円から 840 円に引き上げ

られます。

不正な申告について
○　不正の行為を行った場合は、不正に受給した額に加え、１倍以下の加算金の返還が発生します。また、とくに

悪質であると認める場合には、給付額の最大２倍の加算金の返還が発生します。

○　預貯金の勘案について
・ 預貯金の額が、単身の場合は１０００万円以下、夫婦の場合は２０００万円以下であることが要件に追加され

ました。
・ 預貯金の確認については、通帳等で確認するため、通帳等の写しを添付資料として提出が必要です。（写しは、

銀行名・支店・口座番号・名義の分かる部分と、２カ月分の残高が分かる部分のご提出が必要です）
・ 必要に応じて、銀行等へ預貯金の照会を行います。

※　現在負担限度額認定を受けている方に対しては、平成 27 年６月末に勧奨通知を発送予定です。「介護保険負担
限度額認定申請書」及び「同意書」にご記入のうえ、預貯金通帳等の写し（配偶者分含む）を添付し申請してく
ださい。また、認定結果については、８月上旬に発送の予定です。

○　配偶者の所得勘案
・ 世帯分離していても配偶者の所得を勘案します。
・ 配偶者の有無については、「介護保険負担限度額認定申請書」の配偶者の氏名・生年月日・住所などの欄に、記

入が必要です。
・ 配偶者には婚姻届を提出していない事実婚も含まれます。
・ DV 防止法における配偶者からの暴力を受けた場合や、行方不明の場合は対象外です。

介護保険費用負担の見直しが行われます。

＜見直し後＞

預貯金の範囲

現役並み所得者
世帯内に課税所得 145 万円以上の第 1 号被
保険者がいる方で、第１号被保険者の収入
が 383 万円（２人以上の場合は 520 万円）
以上の方

44,400 円

一般世帯 37,200 円

利用者負担段階

第４段階 第１段階〜第３段階以外の方（世帯課税）

第３段階 世帯全員が市町村民税非課税で、第２段階以外の方

第２段階 世帯全員が市町村民税非課税で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計金額が８０万円
以下の方

第１段階 ・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市町村民税非課税の方
・生活保護受給者

種　　類 確認方法

預貯金（普通・定期） 通帳の写し（インターネットバンクであれば口座残高
ページの写し）

有価証券（株式・国債・地方債・社債など） 証券会社や銀行の口座残高の写し　
（ウェブサイトの写しも可）

金・銀（積立購入を含む）など、購入先の口座残高によっ
て時価評価額が容易に把握できる貴金属

購入先の銀行の口座残高の写し　
（ウェブサイトの写しも可）

投資信託 銀行、信託銀行、証券会社等の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）

タンス預金（現金） 自己申告

負債（借入金・住宅ローンなど） 借用証書など

＋
・配偶者も市町村民税非課税

・預貯金等が単身で１０００万円、夫婦で２０００万円以下であること

負担限度額認定要件

※平成 27 年８月〜
　要件に追加



１．プレミアム率　20％
額面 12,000 円　→　10,000 円で販売
一人当たり３セットまで
※ シニア応援分
12,000 円　→　8,000 円で販売
シニアカード１枚につき１セット限り

（シニア分については、原則ご本人のみの購入になります。）

プレミアム商品券の一般販売に先がけ、子育て世帯を対象に割引販売を実施します。
購入を希望する方は、対象世帯に送付済み（６月 19 日に世帯主に発送済）の先行販売購入申込書と「いばら
き KidsClub カード」を持参して市役所各庁舎でお求めください。

対象世帯：平成９年４月２日以降に生まれた児童がいる世帯
販　売　数：①児童１人あたり１セット（児童の数だけ必ず購入できます）
　　　　　②「いばらき KidsClub カード」の提示でさらに１世帯１セット（限定 2,900 セット）
販売日時：７月 11 日（土）・12 日（日）午前９時〜午後３時
販売金額：１セット（12,000 円分）を 8,000 円で割引販売
※ 販売日に購入できなかった方を対象に、次の期間（７月 13 日〜 15 日）も市役所各庁舎で先行販売します。
問合せ先：稲敷市子ども家庭課（新利根庁舎）　☎ 029-892-2000（内線 3402）

２．販売数量
＜一　　般　　分＞　約 18,000 セット
＜シニア応援分＞　限定 2,100 セット
※ シニア応援分は、茨城県の補助事業によるものです。

４．販売場所
稲敷市各庁舎窓口
購入申込書の提出が必要です。
※ シニア応援分による購入の際は、シニアカードの提示及びシニア応援分専
用の購入申込書が必要です。（購入申込書は、販売場所に用意してあります。）

５．問合せ先
＜一　　般　　分＞　稲敷市商工観光課（東庁舎）
　　　　　　　　　☎ 029-892-2000（内線 5606）
＜シニア応援分＞　稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）
　　　　　　　　　☎ 029-892-2000（内線 3255）
※ 詳細は、７月１日（水）の新聞折り込みをご確認ください。

３．販売日時
＜一　　般　　分＞　７月 18 日（土）、19 日（日）
＜シニア応援分＞　７月 19 日（日）
※ 混雑回避のため、シニア応援分は 19 日に販売
午前９時〜午後３時
※ 販売残がある場合には７月 21 日（火）から商工会などにて販売予定。

プレミアム商品券　～子育て世帯向け先行販売～
当庁舎は免震構造の建物です。庁舎を支える免震装置のご紹介をいたします。当庁舎の免震構造は「すべり支承」「弾
性積層ゴム支承」「鉛プラグ入り積層ゴム支承」「オイルダンパー」の４装置によって構成されています。

「すべり支承」は地震の際中央の丸い部分がプレート
の上を支承が滑り摩擦力によって地震力をやわらげ
る装置です。 

「弾性積層ゴム」はゴムが変形することにより揺れを
建物に伝えないようにする免震装置です。

「鉛プラグ入り積層ゴム支承」は弾性積層ゴムの中心
部分に鉛のプラグが入ることで揺れを抑える働きを
します。

「オイルダンパー」は，建物と基礎（地盤）との間に
設置し地震力による揺れを減衰させます。

昨年 10 月下旬より工事が進んでいる新庁舎建設工事
は，免震装置の設置を完了しました。この免震装置
により大地震をはじめとする災害時にも庁舎の補修
を行うことなく機能維持が可能となり，防災の拠点
としての役割を果たします。現在は，鉄骨の建て方
を行っており，７月中旬上棟後は各階の床コンクリー
トの打設や外壁の取付を行っていきます。なお，８
月に現場見学会を予定しております。詳しくは今月
号の折り込みチラシをご覧ください。

免震装置について

現場の状況

【完成予想図（南面）】

【現在の様子】

『稲敷市新庁舎建設基本設計書』より
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要

　

許
可
基
準
を
守
り
ま
し
ょ
う

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
と
き

は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
長
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。ま
た
、
許
可
を
受
け
る
た

め
に
は
、
屋
外
広
告
物
が
許
可

基
準
に
適
合
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。屋
外
広
告
物
を
無
許
可

の
ま
ま
表
示
し
た
場
合
な
ど
は
、

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
ま
す
。

　
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め

に
、
屋
外
広
告
物
は
許
可
基
準

に
適
合
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、

表
示
す
る
と
き
は
許
可
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

●
主
な
許
可
基
準
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）「
禁
止
地
域
」
に
表
示
し

な
い
こ
と
。

「
禁
止
地
域
」
例
：
道
路
ま
た

は
鉄
道
の
敷
地
境
界
か
ら
一
定

の
範
囲
の
区
域
、
信
号
機
の
付

近
な
ど

（
２
）「
禁
止
物
件
」
に
表
示
し

な
い
こ
と
。

「
禁
止
物
件
」
の
例
：
街
路
樹
、

②
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
の
際
に
、
助
成
券
１
枚
を

理
美
容
店
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
協
力
理
美
容
店

助
成
券
は
、「
茨
城
県
理
容
生

活
衛
生
同
業
組
合
龍
ケ
崎
支
部

稲
敷
理
容
組
合
」
ま
た
は
「
茨

城
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
江
戸
崎
支
部
」
に
所
属
す
る

協
力
理
美
容
店
に
お
い
て
利
用

で
き
ま
す
。サ
ー
ビ
ス
利
用
料

金
な
ど
の
詳
細
は
各
店
舗
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
５
）

寝
た
き
り
高
齢
者
理
美
容
料
助
成

　

訪
問
理
美
容
で
健
康
な
生
活
を

７
月
１
日
よ
り
、
在
宅
の
ね
た

き
り
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

居
宅
訪
問
に
よ
る
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
際
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

稲
敷
市
に
住
所
を
有
す
る
市
内

居
住
の
65
歳
以
上
在
宅
高
齢
者

の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
と

認
定
さ
れ
た
方

②
常
時
臥
床
の
状
態
に
あ
り
、

理
美
容
店
に
出
向
く
こ
と
が
困

難
な
方

※
入
院
・
施
設
入
所
の
方
は
非

該
当
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
額

１
回
に
つ
き
２
０
０
０
円
（
年

４
回
ま
で
）

●
利
用
方
法

①
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎

窓
口
に
て
申
請
書
を
記
入
・
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
者
に

対
し
助
成
券
４
枚
を
郵
送
に
て

交
付
い
た
し
ま
す
。

電
柱
、道
路
標
識
等

（
３
）広
告
物
の
面
積
、
高
さ
等

が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

【
例
】

建
物
の
壁
面
に
表
示
す
る
広
告

物
の
面
積
の
合
計
は
50
㎡
以
下

で
、
か
つ
、
そ
の
壁
面
の
面
積

の
５
分
の
１
以
下
等

●
屋
外
広
告
物
は
、
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。許
可
期
間
の
満
了
後
も

引
き
続
き
表
示
す
る
た
め
に
は
、

更
新
許
可
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。許
可
期
間
が
切
れ
た
屋
外

広
告
物
は
、
違
反
広
告
物
と
し

て
除
却
命
令
の
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
許
可
手
続
き
や
許
可
基
準
な

ど
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
、都
市
計
画
課
ま
で
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
）

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
主
催
す
る
団
体
に
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

使
用
す
る
６
カ
月
前
か
ら
予
約
受
け
付
け
ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
、予
約
の
受
付
、申
請
書
の
提
出
と
も
に
稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、
利
用
で
き
ま
す
。

　
①
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
主
催
す
る
団
体

　
②
特
定
の
政
治
、
思
想
又
は
宗
教
の
活
動
を
目
的
と
し
な
い
団
体
及
び
イ
ベ
ン
ト
等

　
③
乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
等

　
④
法
令
又
は
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
団
体
及
び
イ
ベ
ン
ト
等

テ
ン
ト
・
お
む
つ
交
換
台
（
両
方
で
１
セ
ッ
ト
、
片
方
の
み
で
の
貸
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
）

稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

・
授
乳
ケ
ー
プ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

・
ま
わ
り
の
目
を
気
に
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
授
乳
が
で
き
ま
し
た
。

・
と
て
も
便
利
で
助
か
り
ま
し
た
。
荷
物
置
き
が
あ
れ
ば
よ
り
良
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
７

－

８
７

－

７
０
７
０

　
乳
幼
児
を
連
れ
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
方
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の

授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
場
所
が
な
く
て
困
っ
た
と
の
話
を
よ
く
聞
き

ま
す
。

　
そ
こ
で
稲
敷
市
で
は
乳
幼
児
連
れ
の
親
子
が
安
心
し
て
外
出
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、『
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
』
と
い
う

名
称
で
、
授
乳
用
の
テ
ン
ト
と
折
り
た
た
み
式
の
お
む
つ
交
換
台
の

貸
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

　
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ち
ゃ
ん
の
駅
を
利
用
し
た
い
方

用
で
き
る
団
体

出
し
す
る
も
の

出
し
を
行
う
場
所

用
者
の
声

合
せ
先

赤利貸貸利問
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通
信
販
売
と
返
品

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
通
信
販
売
は
大
変
便
利
な
買

い
物
手
段
で
す
が
、
返
品
の
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
視
聴
し
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
し
て
い
る
商
品

を
電
話
で
注
文
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。届
い
た
商
品
が
自

分
が
思
っ
て
い
た
も
の
と
違
っ

て
い
た
の
で
返
品
し
た
と
い
う

経
験
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。実

物
を
見
な
い
で
購
入
す
る
場
合
、

い
く
つ
か
の
点
に
注
意
が
必
要

で
す
。大
き
さ
や
色
、
材
質
な

ど
の
違
い
や
使
用
方
法
、
使
い

勝
手
な
ど
で
す
。

　
返
品
に
つ
い
て
、
返
品
不
可

の
場
合
は
不
良
品
で
な
い
限
り

返
品
で
き
ま
せ
ん
。返
品
可
で

も
、
ど
ん
な
場
合
な
ら
返
品
で

き
る
の
か
、
た
い
が
い
条
件
が

つ
い
て
い
ま
す
。電
話
で
よ
く

説
明
を
聞
き
確
認
し
た
上
で
申

し
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
通
販
で
の
申
し
込
み
は
、
お

店
で
買
っ
た
場
合
と
同
様
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
今
す
ぐ
お
電
話
を
」
で
後
悔

し
な
い
よ
う
、
じ
っ
く
り
考
え

て
決
め
た
い
も
の
で
す
。

■ 

問
合
せ

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

▽
定
員
：
20
人（
書
類
選
考
あ
り
）

▽
申
込
方
法
：
７
月
14
日（
火
）

ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド

お
よ
び
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
の

う
え
、
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
申
込
む
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

（
公
社
）
稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
３
３
２
３

す
。土
器
や
土
器
パ
ズ
ル
な
ど

に
触
れ
な
が
ら
、
古
代
の
稲
敷

で
生
活
し
た
人
々
に
思
い
を
馳

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
期
間
】

７
月
22
日
（
水
）
～
９
月
20
日

（
日
）

警
備
業
務
技
能
講
習
会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
見
て
発
見
！
触
れ
て
わ
く
わ
く
古
代
の
稲
敷
」

　
夏
休
み
企
画
展
開
催（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

▽
対
象
者
：
市
内
ま
た
は
近
隣

市
町
村
に
お
住
ま
い
の
、
55
歳

以
上
で
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
登
録
を
し
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
カ
ー
ド
」を
お
持
ち
の
方

▽
日
時
：
７
月
22
日
（
水
）
か

ら
７
月
30
日
（
木
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
金
土
日
を
除
く
全
６
日
間

▽
内
容
：
警
備
業
務
全
般

▽
場
所
：
（
公
社
）
龍
ヶ
崎
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
費
用
：
無
料

稲
敷
市
に
は
多
く
の
遺
跡
が
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
古
代
の
生

活
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。今

回
の
企
画
展
で
は
、
市
内
で
発

掘
さ
れ
た
遺
跡
と
そ
の
出
土
品

に
つ
い
て
、
稲
敷
市
で
は
未
公

開
の
も
の
を
中
心
に
展
示
し
ま

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日・７
月
31
日（
金
）・

８
月
28
日（
金
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

稲
敷
市
職
員
募
集

　

平
成
28
年
４
月
１
日
採
用

●
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
＝
若
干
名
、
一
般
事
務

（
身
体
障
が
い
者
対
象
）
＝
１
名

程
度
、
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
＝

若
干
名
、保
健
師
＝
１
名
程
度

●
採
用
試
験

区
分
】
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
角

型
２
号
／
宛
先
明
記
／
１
２
０
円

分
の
切
手
貼
付
）
と
連
絡
先
の
電

話
番
号
を
記
載
し
た
用
紙
（
任
意

様
式
）
を
同
封
し
、
総
務
課
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

申
込
書
に
顔
写
真
を
添
付
し
、

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

７
月
13
日
（
月
）

～
８
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時

～
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日
を
除

職種 試験
区分 年齢等 学歴・免許・資格等

一般事務

Ａ
昭和55年4月2日
から平成 6 年 4 月
1日までに生まれ
た方

4年制大学以上を卒業された方（平成
28年3月末日までに卒業見込みの方
を含む）

Ｂ
昭和60年4月2日
か ら 平 成 10 年 4
月1日までに生ま
れた方

短期大学または高校を卒業された方
（平成28年3月末日までに卒業見込み
の方を含む）

一般事務
（ 身 体 障 が

い者対象）
Ｃ

昭和55年4月2日
か ら 平 成 10 年 4
月1日までに生ま
れた方

高校または同程度以上の学歴を有し（平
成28年3月末日までに卒業見込みの方
を含む）、次のいずれにも該当する方
１．身体障害者手帳の交付を受け、その
障害の程度が1級から6級までの方
２．自力で通勤が可能で、かつ、介護な
しで事務職としての職務の遂行が可能
な方
３．通常の勤務時間（原則、1日7.75
時間、週38.75時間）に勤務可能な方
４．活字印刷文による出題、および口頭
試問に対応可能な方

幼稚園教諭
・保育士 Ｄ

昭和55年4月2日
から平成 8 年 4 月
1日までに生まれ
た方

幼稚園教諭免許と保育士資格のいずれ
も有する方（平成28年3月末日までに
取得見込みの方を含む）

保健師 Ｅ
昭和55年4月2日
から平成 6 年 4 月
1日までに生まれ
た方

保健師免許を有する方
（平成28年3月末日までに取得見込み
の方を含む）

く
。郵
送
の
場
合
は
８
月
７
日

（
金
）午
後
５
時
必
着
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
２
２
１
０
）　

〒
３
０
０

︲
０
５
９
５　
江
戸
崎
甲
３
２

７
７
︲
１

【
第
１
次
試
験
】

▽
日
程
：
９
月
20
日（
日
）

▽
場
所
：
市
役
所
東
庁
舎

▽
内
容
：
試
験
区
分
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
＝
教
養
試
験
、
試

験
区
分
Ｄ
・
Ｅ
＝
専
門
試

験【
第
２
次
試
験
】

▽
内
容
：
論
文
・
作
文
試

験
、
性
格
診
断
検
査
、
事

務
適
性
検
査
、
集
団
討
論
、

個
別
面
談

※
日
程
、
場
所
な
ど
の
詳

細
は
第
１
次
試
験
合
格
者

の
み
通
知
。

●
申
込
書
の
配
布

６
月
29
日
（
月
）
よ
り
総

務
課
で
配
布
。

　
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、

封
筒
に
「【
職
種
】【
試
験

※職種を重複しての申し込みは不可。
※ その他、欠格事項あり。

0.30％

各支店窓口または本店金融課：029-892-6643

サマーキャンペーン２０１５
キャンペーン期間中、新たなご資金で定期貯金をお預入いただくと 年 でお預かりいたします !!（税引き後 0.239％）

・ ATM でのお預入は対象外とさせていただきます
・「新たなご資金」とは , 期間中に当 JA に現金 ･ お振込等によりお預けされたご資金です
・ 上乗せ金利の適用は、初回満期日までとし、自動継続後の金利は、継続時の店頭金利を

適用します。なお、中途解約した場合は , 所定の中途解約利率が適用されます
※ 詳しくは , 店頭備え付けの商品概要説明書および窓口にお問い合わせください

※税率は、復興特別所得税が課され、20.315％（国税 15.315％地方税５％）となります。
１年定期 0.30％

H27.6.1 ㈪　 ▼　H27.7.31 ㈮

対象商品 対　象　者

お問い合わせ

スーパー定期貯金 個人の方に限ります
預入金額 預入期間10 万円以上 １年 ☆金額 50 万円以上　お預け入れいただいた方に　３つの中からいずれかおひとつ

※数に限りがこざいますので、品切れの際はご容赦ください

「ちょきんぎょ朝つゆタンブラー」
「ちょきんぎょ藍風バンクケース」
「ちょりスホッチキス」

実 施 期 間サマーキャンペーン２０１５

先着順でプレゼント !!
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平
成
26
年
度
の
手
当
額
よ
り

２
・
４
％
引
き
上
げ
】

１
人
目
＝
９
９
１
０
円
～
４
２

０
０
０
円
（
所
得
に
よ
り
）
／

２
人
目
＝
＋
５
０
０
０
円
／
３

人
目
以
降
＝
＋
３
０
０
０
円

（
一
人
に
つ
き
）

●
支
払
期
日

毎
年
３
回（
４
月
、８
月
、12
月
）

●
現
況
届

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
。子
ど
も
家
庭
課
が

指
定
す
る
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。支
給
要
件
事
由
に

よ
り
個
別
に
必
要
な
添
付
書
類

が
あ
り
ま
す
。

※
提
出
が
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま

た
、
２
年
間
提
出
が
な
い
と
資

格
を
失
い
ま
す
。

●
そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合

な
ど
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

健
全
な
発
展
等
に
寄
与
す
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。西
代
区
で

は
、
宝
く
じ
の
助
成
事
業
を
活

用
し
、
公
園
の
遊
具
整
備
を
行

い
ま
し
た
。今
後
、
遊
び
を
通

し
た
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
地

区
住
民
の
交
流
促
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業

　
公
園
の
遊
具
整
備
を
実
施

「
現
況
届
」提
出
の
お
願
い

　
農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
皆
さ
ま
へ

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い

児
童
を
監
護
し
て
い
る
方
、
養

育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な

い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
手
続

子
ど
も
家
庭
課
へ
認
定
請
求
書

と
必
要
書
類
を
提
出
。

▽
添
付
書
類
：
戸
籍
謄
本
な
ど

※
添
付
書
類
は
手
当
を
受
け
る

方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

児
童
（
18
歳
、
ま
た
は
20
歳
未

満
で
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
を
持
つ
人
）
を
監
護
す
る
父

ま
た
は
母
、ま
た
は
養
育
者（
所

得
制
限
あ
り
）

※
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
公

的
年
金
等
受
給
者
も
年
金
額
が

手
当
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差

額
分
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

●
手
当
額

【
平
成
27
年
度
４
月
分
よ
り
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事

業
と
し
て
、

宝
く
じ
の

受
託
事
業

収
入
を
財

源
に
、
地

域
社
会
の

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
に「
農
業
者
年
金
受
給
権
者
現

況
届
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
年
金
受
給
権
者

の
方
が
年
金
を
受
給
す
る
た
め

の
資
格
の
可
否
に
つ
い
て
、
毎

年
１
回
確
認
す
る
も
の
で
す
。

ま
だ
、
未
提
出
の
方
は
、
現
況

届
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
各
庁
舎
窓
口
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
が
な
か
っ
た
場

合
は
11
月
の
支
払
い
か
ら
提
出

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
４（
直
通
）

住
ま
い
の
耐
震
診
断

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

市
は
、「
安
心
・
安
全
で
無
駄
の

な
い
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
「
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が
、

目
視
や
聞
き
取
り
に
よ
る
診
断

を
行
い
耐
震
補
強
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
定
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅（
持
ち
家
） 

●
募
集
件
数
：
20
戸 

●
診
断
費
用
：
無
料

●
募
集
期
間
：
平
成
27
年
7
月

1
日
か
ら
9
月
30
日

●
申
込
書
配
布
お
よ
び
申
請

先
：
各
庁
舎
総
合
窓
口
（
東
庁

舎
は
都
市
計
画
課
）

●
そ
の
他

①
耐
震
補
強
の
施
工
方
法
な
ど

精
密
診
断
は
対
象
外
で
す

②
悪
質
な
業
者
の
勧
誘
に
ご
注

意
く
だ
さ
い　

③
市
が
派
遣
決
定
通
知
を
受
け

取
ら
れ
た
方
以
外
の
お
宅
に
耐

震
診
断
士
を
派
遣
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
派

遣
さ
れ
た
耐
震
診
断
士
は
、
営

業
活
動
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん

④
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
半

壊
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
な

い
も
の

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
）

平
成
27
年
春
の
叙
勲
と
褒
章

　

稲
敷
市
か
ら
３
名
が
受
賞

■
春
の
叙
勲
と
褒
章

平
成
27
年
の
春
の
叙
勲
と
褒
章

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

稲
敷
市
か
ら
受
賞
さ
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

■
瑞
宝
双
光
章

　
（
教
育
功
労
）

　
根
本 

攻 

さ
ん

■
藍
綬
褒
章

　
（
消
防
功
績
）

　
黒
田 

功 

さ
ん

■
藍
綬
褒
章

　
（
更
正
保
護
功
績
）

　
菊
地 

緑 

さ
ん

広告募集 市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載する有料広告を
募集します。会社やお店などの広告を掲載してみませんか？
▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課（
新
利
根

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

■ 

問
合
せ
先

市
民
協
働
課
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
１
０
０
）
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農
地
の
借
り
受
け
希
望
者（
担
い
手
）募
集

　
ー 

農
地
中
間
管
理
事
業 

ー

農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、
農
業

を
や
め
て
し
ま
っ
た
田
や
畑
等
の

農
地
を
借
り
受
け
て
も
ら
え
る
地

域
の
担
い
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
地
を
貸
し
た

い
方
（
出
し
手
）
か
ら
貸
付
け
の

申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
、
県
の

農
地
中
間
管
理
機
構
が
一
旦
借
り

受
け
て
、
登
録
さ
れ
て
い
る
各
地

域
の
担
い
手
に
対
し
て
農
地
を
貸

し
付
け
る
事
業
で
す
。こ
れ
に
よ

り
、
出
し
手
と
な
る
農
地
の
所
有

者
が
借
り
受
け
て
も
ら
え
る
農
業

者
を
探
す
手
間
が
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
円
滑
に
賃
貸
借
が
で
き
ま

す
。

　

担
い
手
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
公
募
に
よ
る
申
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
農
地

の
借
り
受
け
を
考
え
て
い
る
農
業

者
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。な
お
、
申
込
書
に
つ

い
て
は
、
各
庁
舎
窓
口
ま
た
は
農

政
課
に
あ
り
ま
す
。

●
担
い
手
の
募
集
期
間

　
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

農
地
を
貸
し
た
い
方
に
つ
い
て
も
、

随
時
、
貸
付
け
の
申
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
公
的

機
関
な
の
で
安
心
し
て
い
つ
で
も

貸
し
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

個
人
で
相
手
方
を
探
さ
な
く
て
も

貸
し
出
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
が
い
な
い
と
き

で
も
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
の

で
周
り
に
も
迷
惑
を
か
け
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
事
業
を
活
用
し
て
貸

し
付
け
で
き
る
農
地
に
は
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て

の
農
地
を
貸
し
付
け
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。申
込
み
の
際
に
は
、

農
政
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
新
規
で
農
地
を
貸
し
た
方
へ   

の
助
成
金
に
つ
い
て

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
農
地

を
貸
し
付
け
た
場
合
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
個
人
や
地
域

に
対
し
て
助
成
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

（
地
域
集
積
協
力
金
・
経
営
転

換
協
力
金
・
耕
作
者
集
積
協
力

金
な
ど
）

※
詳
細
は
、
農
政
課
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
２
０
８
）

国
勢
調
査
を
行
い
ま
す

　
9
月
上
旬
か
ら
調
査
開
始

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
重
要
な
調
査
で
、
大
正
９
年

か
ら
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
20
回
目

に
な
り
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
福
祉
施
策
や

年 人口
昭和30年 47,452人
昭和40年 42,667人
昭和50年 41,418人
昭和60年 44,454人
平成7年 51,652人
平成17年 49,689人
平成22年 46,895人

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
政
策
企
画
課
統
計
係

（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
３

０
０
）

生
活
環
境
整
備
、
災
害
対
策

な
ど
、
日
本
の
未
来
を
つ
く

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
様
々

な
分
野
で
役
立
て
ら
れ
る
基

礎
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
も
全
国
で
実
施
さ

れ
ま
す
。９
月
上
旬
か
ら
、調

査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て

調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
詫
び
と
訂
正

広
報
稲
敷
６
月
号
の
掲
載
記

事
15
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
こ

で
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

龍ケ崎地方衛生組合財政
平成27年度一般会計当初予算の状況

【正】
歳出合計　578,800

【誤】
歳出合計　759,609

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
７
月
6
日
（
月
）
／

８
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

復
興
支
援
講
演
会

東
日
本
大
震
災

▽
日
時
：
8
月
1
日
（
土
）
午

前
１
時
30
分
～
午
後
３
時　
▽

場
所
：
牛
久
市
エ
ス
カ
ー
ド
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
エ
ス
カ
ー

ド
ホ
ー
ル　
▽
入
場
無
料
・
要

事
前
予
約　
▽
定
員
：
２
５
０

名　

▽
講
師
：
佐
藤　

敏
郎

（「
小
さ
な
命
の
意
味
を
考
え
る

会
」代
表
）

●
申
込
・
問
合
せ
：
茨
城
県
県

南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
☎
０

２
９
︲
８
２
６
︲
１
１
０
１

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ョ
ブ
サ
ー
チ
い
ば
ら
き　

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町

３
８
番
地　
☎
０
２
９
︲
２
６

４
︲
２
２
０
２

若
者
就
労
相
談

個
別
相
談

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
学
校
卒

業
後
、
中
途
退
学
後
ま
た
は
離

職
後
、
一
定
期
間
無
業
の
状
態

に
あ
る
方
の
た
め
の
就
労
支
援

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
毎
月
第
２
木
曜
日　

午
後
１
時
～
午
後
４
時　
▽
場

所
：
江
戸
崎
公
民
館　
▽
対
象

者
：
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
本
人

と
そ
の
家
族　
▽
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
に
よ
る
事
前
予
約

制
で
、
相
談
無
料
。３
日
前
ま

で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
０
２
９

︲
８
９
３
︲
３
３
８
０

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

会
議
室
（
予
定
）　
▽
職
種
：
消

防
吏
員
（
地
方
公
務
員
）　
▽
採

用
予
定
人
数
：
10
名
程
度　
▽

採
用
期
日
：
平
成
28
年
４
月
１

日　
▽
受
付
期
間
：
７
月
27
日

（
月
）
～
８
月
28
日（
金
）

※
詳
細
は
、
消
防
本
部
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
稲
敷
広
域
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
も
掲
載
予
定
。

●
稲
敷
広
域
消
防
本
部
総
務
課

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４

３
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ジ
ョ
ブ
サ
ー
チ
い
ば
ら
き

中
小
企
業
庁
人
材
確
保
・
定
着

支
援
事
業
受
託
の
一
環
と
し
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す　
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
７
月
16
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時　

▽
会

場
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波　

▽
対
象
：
就
職
活
動
中
ま
た
は

こ
れ
か
ら
働
き
た
い
と
思
っ
て

る
女
性
、
シ
ニ
ア
の
方
な
ど
▽

定
員
：
女
性
50
名
、
シ
ニ
ア
・

若
者
50
名　
※
先
着
順
、
予
約

制　
▽
受
講
料
：
無
料　
▽
申

込
方
法
：
ひ
た
ち
な
か
テ
ク
ノ

人
工
肛
門
・
ぼ
う
こ
う

勉
強
会

▽
日
時
：
８
月
２
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
ま
で

▽
場
所
：
牛
久
市
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
駐
車
場
あ
り
）

▽
会
費
：
１
０
０
０
円
（
資
料
、

お
弁
当
代
な
ど
）　

▽
内
容
：

専
門
看
護
師
か
ら
、
日
常
生
活

で
の
基
本
的
な
手
当
／
事
例
に

よ
る
具
体
的
指
導
。
／
装
具
の

展
示
、
説
明
、
ほ
か
。　
▽
申

込
：
７
月
27
日
（
月
）
ま
で
に

山
之
内
ま
で

●
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
茨
城
県
支
部　
☎
０
２
９

７
︲
６
２
︲
７
４
６
３

警
察
官
採
用
試
験

茨
城
県
警
察

平
成
27
年
度
茨
城
県
警
察
官
採

用
試
験
（
第
２
回
）
を
開
催
し

ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
【
郵
送・持
参
】

７
月
１
日
（
水
）
～
８
月
25
日

（
火
）、【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】７

月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
～
８

月
24
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

▽
第
１
次
試
験
：
９
月
20
日

（
日
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
警
察
署
警
務
課　
☎
０

２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

農
薬
の
正
し
い
使
い
方

講
習
会
を
開
催

稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
は
、農
業
者
の
方
を
対
象

に
、安
全
安
心
な
農
産
物
生
産
を

推
進
す
る
た
め
に
、
農
薬
の
安

全
・
適
正
使
用
に
関
す
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。農
薬
の
正
し

い
使
い
方
を
改
め
て
勉
強
す
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
７
月
28
日（
火
）午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
▽

場
所
：
美
浦
村
中
央
公
民
館（
美

浦
村
受
領
１
４
６
０
︲
１
）
▽

内
容
：
「
農
薬
安
全
使
用
に
つ

い
て
」「
短
期
暴
露
評
価
の
導
入

と
農
薬
の
登
録
変
更
に
つ
い
て
」

●
稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
９
３
４

稲
敷
広
域
消
防
吏
員
募
集

平
成
28
年
４
月
１
日
採
用

▽
試
験
日
：
９
月
20
日
（
日
）　

▽
試
験
会
場
：
龍
ケ
崎
消
防
署
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informationくらしと情報

7月  2日（木） 桜川庁舎 弁護士
7月16日（木） 江戸崎公民館 弁護士
8月  6日（木） 東庁舎 弁護士
8月20日（木） ふれあいセンター 弁護士
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：7月30日（木）　午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）
竜ケ崎保健所
家に閉じこもっている、気分がイライラする、眠れないなど困っ
たことはありませんか？専門医や保健師が相談に応じます。
▽日時：7 月 1 日（水）　午後 3 時〜／ 7 月 21 日（火）　午後
2時〜　▽場所：竜ケ崎保健所　相談室1　※予約制になります。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

7月14日（火）　江戸崎庁舎／ 7月15日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝7月日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各会
場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
５
月
）

１
日
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊

委
嘱
状
交
付
式
（
江
戸
崎
庁

舎
）

２
日
：
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク

イ
ー
ン
田
植
祭
（
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

８
日
：
市
長
会
（
市
町
村
会

館
）

９
日
：
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
総
会
（
江
戸
崎
公
民
館
）

11
日
：
市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
総
会
（
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）

13
日
：
姉
妹
都
市
交
流
委
員

会
総
会（
桜
川
庁
舎
）

14
日
：
市
小
学
校
陸
上
記
録

会（
た
つ
の
こ
フ
ィ
ー
ル
ド
）

／
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会

（
桜
川
庁
舎
）

18
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
議
会
全
員
協
議
会

（
組
合
事
務
所
）
／
市
観
光

協
会
総
会（
東
庁
舎
）

19
日
：
稲
敷
地
域
農
業
改
良

普
及
事
業
推
進
協
議
会
総
会

（
江
戸
崎
公
民
館
）
／
市
遺

族
会
役
員
総
会
（
新
利
根
庁

舎
）

20
日
：
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
会
議
（
江
戸

崎
庁
舎
）
／
区
長
会
連
合
会

総
会（
桜
川
庁
舎
）

21
日
：
議
会
全
員
協
議
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）

22
日
：
防
犯
連
絡
員
協
議
会

総
会
（
桜
川
庁
舎
）
／
龍
ケ

崎
地
方
衛
生
組
合
臨
時
議
会

（
組
合
事
務
所
）

23
日
：
市
文
化
協
会
総
会

（
江
戸
崎
公
民
館
）

25
日
：
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
有
識
者
会
議

（
江
戸
崎
庁
舎
）

26
日
：
議
会
運
営
委
員
会

（
東
庁
舎
）
／
江
戸
崎
か
ぼ

ち
ゃ
Ｐ
Ｒ
県
知
事
表
敬
訪
問

（
県
庁
）

27
日
：
定
例
記
者
発
表
（
江

戸
崎
庁
舎
）
／
復
興
大
臣
と

の
震
災
復
興
に
係
る
意
見
交

換
会（
県
庁
）

28
日
：
市
町
村
長
・
市
町
村

議
会
議
長
会
議（
県
庁
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：7月15日（水）　午前10時〜午後3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：7月28日（火）／ 8月25日（火）　江戸崎公民
館　午前9時30分〜正午　▽対象：市内企業経営者および勤
務する方の労働トラブルなど　▽要予約（前日午後5時までに
予約してください）
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線
5604）



広報稲敷 平成27年 7月号　1819　広報稲敷 平成27年 7月号

■貨物自動車の盗難に注意
・自動車の盗難被害は19件（−10件）となっております。
茨城県内では、特に貨物自動車が盗難被害にあっています。
貨物自動車を所有する方は、
①敷地に容易に入られないようにする
②センサーライトや警報装置を設置する
③ハンドルロック、タイア止めを装着する
など、複数の防犯対策を講じてください。

■車上ねらいに注意
車内から金品を盗む車上ねらいは13件（−7件）、カーナビ
などを盗む部品ねらいは12件（＋3件）となっています。
車上ねらいは、車の外からバッグが見える車が狙われやす
いです。また、被害に遭いやすい場所としてはパチンコ店
駐車場やショッピングセンターの駐車場、月極の駐車場な
どが多いです。

【車上ねらい防止五箇条】
1. クルマは金庫のかわりになりません！
2. クルマの中は空っぽに！
3. 必ずカギをかけましょう！
4. 狙われにくい場所に駐車しましょう！
5. 防犯装置を活用しましょう！

Emergency 危機管理情報

項　　　目 検　　査　　品　　目
不　検　出 -

基準値内のもの -

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料

で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎へ、食品放

射能の測定を希望する場合は、危機管理課（桜川庁舎）へ、電話に

て事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています

※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取場所などの詳細、ご相談については、稲敷市危機管理課（tel.029-
892-2000　内線4403）にお問い合わせください。

食品放射性物質測定結果（5月1日～31日）

今年5月末現在の稲敷警察署管内の犯罪発生状況は、合計237件（前年同期比−34件）となっています。
犯罪は身近で起きています。日ごろから防犯意識を高めて生活していきましょう。

稲敷警察署からのお知らせ

放射線情報

■進入窃盗に注意
留守中の民家や深夜閉まったお店、工場に忍び込んで金品
を窃盗するという事件が発生しています。
泥棒の目的はお金に限りません。電動工具や農作物、その
他泥棒によって様々です。
補助錠などはホームセンターの防犯グッズコーナーなどで
安価で手に入ります。
簡単に自宅内などに侵入されないように防犯対策をしまし
ょう。

■ニセ電話詐欺に注意
「アダルトサイト料金が未納になっています。本日中にご
連絡いただけない場合は訴訟を起こさせていただきます。」
などという内容のメールなどに騙され、相手業者に連絡し
てしまったところ、野太い声で脅され、お金を振り込んで
しまったという被害が発生しています。
身に覚えのない請求は無視していれば大丈夫です。
まずは一人で悩まず、相談しましょう。

informationくらしと情報

7月5日（日） 江戸崎ひかりクリニック（江戸崎甲）tel.029-834-5777
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
7月12日（日） いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
7月19日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
7月20日（月） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
7月26日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
8月  2日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 市川ファミリークリニック（阿見町）tel.029-843-3301
8月  9日（日） 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
 はたかわ医院（美浦村）tel.029-885-2358
8月16日（日） 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,386人（-37）

　　男：21,538人（-13）

　　女：21,848人（-24）

世帯数：14,887世帯（23）

※6月1日現在

7月の納税
▽納期限：7月31日（金）
・固定資産税：2期
・後期高齢者医療保険料：2期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会 第2、第4火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時〜）
太極拳教室 7月  8日（水）　午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会 7月10日（金）　午後2時〜
生花教室 7月20日（月）　午後1時30分〜
料理教室 7月22日（水）　午前10時〜
絵手紙教室 7月22日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て
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　　　不妊治療費助成のご案内

　　　熱中症に気をつけましょう

県の不妊治療助成を受けた方を対象に、1回につき10万円を限度に助成いたします。
（県の不妊治療費助成の詳細については、竜ケ崎保健所健康増進課（☎0297 - 62 - 2172）へお問い合わせください。）
■対象者
 次の要件をすべて満たす方
 ①茨城県不妊治療費補助金の交付決定を受けていること
 ②法律上の婚姻をしていること
 ③特定不妊治療の終了日の1年前から申請を行う日まで、夫婦のいずれかが稲敷市に住所登録していること
 ④市税を滞納していないこと
■申請必要書類
 ①稲敷市不妊治療費助成金交付申請書兼請求書
 （竜ケ崎保健所申請時にお渡ししています。また、市のHP からとることもできます。）
 ②住所及び婚姻関係を証する住民票記載事項証明書または戸籍の全部事項証明書
 ③特定不妊治療に要した金額を証明できる受診医療機関発行の領収書の写し
 ④特定不妊治療の期間を証する書類の写し
 ⑤市税に未納がないことを証明できる書類
 ※ ただし、②と⑤については、市の公簿等で確認できる場合は省略できます。

■熱中症とは
高温多湿な環境に長くいることで、
徐々に体内の水分や塩分のバランス
が崩れ、体温調整機能がうまく働か
なくなり、体内に熱がこもった状態
を指します。室内で何もしていなく
ても発生することがあり、場合によ
っては死亡することもあります。
　熱中症はきちんとした対策をとれ
ば防ぐことができます。正しい知識
を身に付け、熱中症による健康被害
を防ぎましょう。

●熱中症は例年５月上旬から発生し、
梅雨明けの７月下旬から８月に多発
する傾向があります。猛暑日以外で
も十分な対策が必要です。
●熱中症による茨城県における救急
搬送人員数は、毎年度1,000人を超
過しており、平成26年度は1,329
人となりました。
●主な症状としてはめまい、立ちく
らみ、頭痛・吐き気などがあります。
重症化すると意識障害や痙攣が起こ
ることがあります。

【熱中症予防のために】
●暑さを避ける
・扇風機やエアコンで温度を調節する
・日傘や帽子を着用し、直射日光を避ける
・通気性のよい、吸湿性・速乾性の高い衣服
を着用する
●体調管理に注意する
・こまめに水分を補給する
・急に暑くなる日に注意する
（体が暑さに慣れていない時期は特に注意）
・体調の悪い日は外出をできるだけ控える

　　 あ い ア イ
～水遊び♪～
暑い夏、水遊びを楽しんでください♪
▽期間：7月22日〜 8月26日の間の
月、火、水曜日（午前10時30分〜午前
11時30分）　▽場所：あいアイ　▽
その他：事前にぎょう虫検査を受ける
こと。（1歳未満は不要）

～ 七夕コンサート ～
つばさ・ひまわり合同で七夕コンサー
トを開催します♪みなさんのご参加を
お待ちしております。みんなの願い事
が叶いますように☆
▽日時：7月7日（火）午前10時30分
開演　▽場所：支援センターひまわり

　　 つばさ・ひまわり
～東おはなし会さんの読み聞かせ～
ボランティアの方が大型絵本などの読
み聞かせをしてくれます。楽しいお話
なので、ぜひ遊びに来て下さい♪
▽日時：7月8日（水）午前10時15分
〜　▽場所：幸田保育園ホール　▽申
込：当日までに要予約

　　 こ う だ

あそびの広場日程　～7月分～
（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）

【あいアイ】
★よちよちルーム★　7日（火）
★ぴょんぴょんルーム★　14日（火）
★身体測定★　28日（火）
★ベビーマッサージ★　2日（木）、9日（木）、16日（木）
★産後骨盤調整ヨガ　23日（木）《3か月〜10か月の親子》

【つばさ】
9日（木） じゃがいも掘り体験（雨天予備日１５日（水））
10日（金） お誕生会＆マステでロゼッタ作り♪
14日（火） 給食体験＆子育てトーク
16日（木） ポカポカひろば♪（予約７組まで）
22日（水） 手作りお魚つり遊び

【ひまわり】
8日（水） お誕生会＆スクラップブックを作ろう
9日（木） じゃがいも掘り体験（雨天予備日15日）
11日（土） 保育園夕涼み会
14日（火） 給食体験＆栄養相談
17日（金） おさがりリサイクル
30日（火） エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！

【こうだ】
1日（水） 笹飾り作り
8日（水） 東おはなし会さんの読み聞かせ♪
16日（木） スタンプ遊び
23日（木） 手作りおもちゃで遊ぼう♪
30日（木） 水遊びおもちゃを作ろう！

つばさ・ひまわり
たつのこ公園にでか
けてゲームや遊具で
元気いっぱい遊びま
した♪

あいアイ
産後のママの骨盤調
整ヨガ。心も体もす
っきりしました！

こうだ
みんなで作ったたま
ごボーロ、とっても
おいしくできました
♪♪

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～ 7月分～
☆ 開設時間：午前10時〜午後3時（変更の場合あり）

【東保健センター】
3日、6日、13日、15日、22日、29日

【桜川保健センター】
1日、8日、10日、17日、24日、27日
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生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439

5月23日、江戸崎公民館で平成27年
度文化協会総会が開かれました。総会
の中で、今年度の予算や事業など全て

の議案について承認可決となりまし
た。
　総会終了後には催事が行われ、歌や

舞踊、演奏など14の団体が芸能発表
を行いました。
　文化協会には現在167団体が加盟
しており、それぞれの団体が稲敷市に
おける芸術文化の振興のため、献身的
な取り組みしています。

稲敷文化協会総会
　167の文化団体が加盟

春季テニス大会
５月７日、稲敷市春季テニス大会が桜
川運動公園で開催され、五月晴れの天
気に恵まれた春季大会でした。男女と
もに12組で３組４ブロックによる予
選リーグ戦のあと、上位１位と２位に
よるトーナメント戦で優勝を目指し
て、最後まで熱戦を繰り広げました。
男子ダブルス：▽優勝：浅沼・内田（サ
ンスポーツ・サンスポーツ）　▽準優

勝：小川・松本（マ
スガイア・ラッコ
スター）　▽第３
位：松好・池田（マ
スガイアTC・マ
スガイアTC）
女子ダブルス：▽
優勝：田中・高橋

（HUNTER・マス
ガ イ ア TC）　 ▽

準優勝：矢口・名畑（マスガイア･ ジュ
ピター）　▽第３位：武村・鈴木（アラ
スカ・LTB）

市内スポーツ結果
　５月に行われた大会の様子

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー７月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31
江戸崎図書室休室
毎週月曜日、28日（火）

新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※ 図書館は水曜日のみ午
前11時〜午後7時

おはなし会
ボランティアの方が、大型絵本やエプ
ロンシアターなど楽しいお話をしてく
れます。
おはなしの木
▽日時：７月18日（土）午後1時〜　
▽内容：大型絵本「せんたくかあちゃ
ん」「おばけの地下室たんけん」「ぞう
くんのさんぽ」ほか
図書館おはなし会
日時：７月26日（日）午前10時30分
〜　▽内容：絵本「じいちゃんのよる」

「ないしょのかくれんぼ」ほか

のコーナーをつくりました。夏休みの
宿題にお役立てください。
映画会
夏休み向けの楽しい上映作品です。 
▽上映時刻: 午後２時から　▽申込方
法：当日カウンターで　▽定員：各70
名
1トムとジェリーの大冒険劇場版（ア

ニメ83分）　▽上映日：７月４日（土）

５日（日）

2かわいいミッフィー（アニメ35分）
▽上映日：７月11日（土）12日（日）

3キャスパー（洋画100分）　▽上映
日：７月18日（土）19日（日）

4怪盗グルーの月泥棒（アニメ95分）
▽上映日：７月25日（土）26日（日）

図書館・公民館図書室共通

夏休み子ども読書スタンプラリー
図書館、公民館図書室では、夏休み期
間中子どもたちがたくさんの本と出合
い読書の楽しさ大切さを知るきっかけ
となるよう、読書スタンプラリーを開
催します。読書冊数の認定書と参加賞
も用意しました。ぜひご参加ください。
▽期間：７月18日（土）〜８月30日

（日）　▽場所：図書館・各公民館図書
室　▽対象：図書館利用カードをもっ
ている中学生まで　▽参加賞：認定書、
文房具など
課題図書
今年度の全国青少年読書感想文課題図
書が、図書館、公民館図書室に入りま
した。

市立図書館

今月の展示
夏休みに向けて、自由研究・工作の本

新着図書（図書館）
「リバース」湊か
なえ、「マインド」
今野敏、「十二大
戦」西尾維新、「踊
り子と探偵とパリ
を」小路幸也、「世
界は終わりそうに
ない」角田光代、
など ※ 写真左か
ら
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※
廻
国
巡
拝
：
西
国
、
秩
父
、
坂
東
の
三
三
観

音
札
所
、
四
国
八
八
ヶ
所
の
大
師
札
所
、
出

羽
三
山
等
を
巡
拝
し
た
。

※
そ
の
他
：
道
祖
神
、一
九
夜
、二
三
夜
、二
六

夜
光
明
真
言
、
先
祖
供
養
等
の
文
字
塔
を
含

む
。

参
考
資
料

江
戸
崎
の
石
仏
・
石
塔
三
冊
（
江
戸
崎
町
史
編

纂
委
員
会
編
）

東
村
金
石
文
集
二
冊（
東
村
史
編
纂
委
員
会
編
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９
９
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７
９
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１
１

道
標
は
、
道
行
く
旅
人
の
行
く
先
を
指
し
示
す

た
め
に
、
Ｙ
字
路
や
十
字
路
等
の
路
傍
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
。現
在
で
も
交
通
標
識
の
一

つ
と
し
て
、
姿
す
が
た

形か
た
ちは
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
機
能

は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
出
現
普
及

に
よ
り
、
そ
の
存
在
価
値
も
急
速
に
失
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

初
め
て
の
旅
で
、
目
的
地
ま
で
迷
わ
ず
に
行

け
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
う
れ
し
い
事
な
の
で
、

正
確
な
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
便
利
な
道
具
の

出
現
を
勿
論
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。た
だ
、地
図
を
片
手
に
、目め

印じ
る
しを
次
々
と

見
つ
け
な
が
ら
旅
を
す
る
の
も
風
情
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
の
に
と
、ふ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
に
造
立
さ
れ
た
石
製
の
道

し
る
べ
が
、
稲
敷
市
内
に
、
現
在
六
十
余
基
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
も
古
い
の
は
、
阿
波
の
安
穏
寺
本
堂
裏
に

あ
り
ま
す
。尖せ
ん

頭と
う

型
（
将
棋
の
駒
の
様
な
形
）
で
、

高
さ
六
十
七
㎝
の
大
き
さ
で
す
。道
路
の
整
備

の
都
合
で
、
元
の
場
所
か
ら
移
動
さ
れ
て
現
在

地
に
置
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

碑
面
に
は
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
十
一
月

の
造
立
で
、正
面
に「
阿
波
大
杉
殿
道
、右
ハ
安

ば
み
ち
、
左
ハ
小
野
み
ち
」、
左
側
面
に「
東
ハ

神
さ
き
佐
原
み
ち
」、
右
側
面
に「
西
ハ
江
戸
崎

土
浦
、江
戸
崎
町
新
宿
鈴
木
氏
、上
総
屋
」と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
標
は
、
航
海
安
全
や
疫
病
退
散
を
願

う
東
日
本
地
域
の
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め

た
阿
波
大
杉
神
社
に
参
詣
す
る
旅
人
の
道
案
内

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、小
野
は
、天

長
二
年
（
八
二
五
）
逢
善
道
人
の
創
建
を
伝
え
、

淳
和
天
皇
の
三
女
で
承
和
元
年
（
八
三
四
）
に
没

し
た
貞
子
内
親
王
の
眼
病
平
癒
祈
願
の
伝
承
を

宿
す
逢
善
寺
が
あ
り
ま
す
。

　

神
崎
は
、
徳
川
光
圀
の
命
名
と
伝
え
る
「
ナ

ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
木
」（
大
楠
）
で
有
名
な
神

崎
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

佐
原
は
、
東
国
三
社
巡
り
の
香
取
神
宮
参
拝

の
玄
関
口
と
し
て
繁
栄
し
、
地
誌
編
纂
の
清
宮

秀
堅
や
地
図
測
量
の
伊
能
忠
敬
等
多
く
の
学
者

の
存
在
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
崎
は
、
土
岐
原
秀
成
か
ら
治
綱
ま
で
の

七
代
及
び
芦
名
盛
重
に
よ
る
稲
敷
地
方
支
配
の

本
拠
地
と
な
っ
た
江
戸
崎
城
や
、
天
台
宗
の
不

動
院
、
浄
土
宗
の
大
念
寺
、
曹
洞
宗
の
管
天
寺
、

臨
済
宗
の
瑞
祥
院
、
時
宗
の
顕
声
寺
、
普
化
宗

の
大
悲
寺
等
々
各
宗
派
の
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
。

　

土
浦
は
、
現
在
亀
城
公
園
と
な
っ
て
い
る
土

浦
城
が
あ
り
、
土
屋
氏
九
万
五
千
石
の
城
下
町

で
あ
り
、
銚
子
・
野
田
と
並
ぶ
醤
油
の
醸
造
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。以
上
の
よ
う
に
、

周
辺
の
主
な
町
場
の
方
角
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
造
立
者
が
、
江
戸
崎
新
宿
の
住
人
で

あ
る
鈴
木
氏
と
、
上
総
屋
（
阿
波
の
商
家
の
可
能

性
も
有
）で
あ
っ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
点
の
石
造
物
が
多
く
の
こ
と

を
物
語
っ
て
く
れ
ま
す
。さ
ら
に
調
査
研
究
の

進
展
に
よ
っ
て
は
、
石
材
の
入
手
経
路
や
石
工

の
存
在
、
あ
る
い
は
古
道
の
検
出
等
々
、
様
々

な
地
域
の
歴
史
を
秘
め
て
い
る
貴
重
な
史
料
な

の
で
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
道
標

を
集
計
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
明
治
以
降
造
立
の
も
の
を
含
め
る
と
、

稲
敷
市
内
に
九
十
余
基
の
道
標
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
１
０
６
回

　
稲
敷
の
道
標

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
平
田
満
男

ば
あ
ば
抱
き
別
れ
惜
し
む
子
こ
ど
も
の
日	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

雉
の
子
の
藪や
ぶ

を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出い

で
来
た
り	

篠
田
邑
草（
新
山
）

送
り
出
て
蛙
の
声
の
ど
真
ん
中	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

囀
や
擦
れ
違
ひ
待
つ
無
人
駅	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

葭
切
や
師
の
愛
し
た
る
川
の
町	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

白
牡
丹
緋
牡
丹
咲
き
し
隣
家
か
な	

酒
井
涼
花（
小
羽
賀
）

剪
定
の
樹
形
涼
し
く
な
り
に
け
り	

代
静（
犬
塚
）

葉
の
そ
よ
ぎ
湧
き
だ
す
ご
と
く
若
葉
風	

宮
本
芳
子（
切
通
）

白
地
着
て
老
後
の
理
性
保
ち
け
り	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

廃
校
の
発
電
パ
ネ
ル
木
の
芽
時	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

筍
や
今
年
も
届
く
糠
添
え
て	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

良
く
吠
え
る
近
所
の
小
犬
若
葉
風	

岡
村
敏
子（
新
山
）

甘
味
添
へ
名
あ
る
新
茶
を
頂
き
ぬ	

根
本
京
子（
高
田
）

ぼ
う
け
ん
と
云
う
人
生
や
ホ
ト
ト
ギ
ス	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

刈
り
過
ぎ
し
垣
の
若
芽
に
安
堵
す
る	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

若
葉
風
少
女
に
戻
る
瞬
間
の
あ
り	

富
元
禮
子（
古
渡
）

窓
閉
め
て
蛙
の
声
を
押
し
戻
す	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

ふ
く
よ
か
に
花
房
重
し
手
毬
花	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

玄
関
に
露
草
濡
れ
し
ま
ま
を
活
け	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
る
も
一
途
や
蝦が

蟇ま

の
恋	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

麦
の
値
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
揚
雲
雀	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

こ
こ
も
ま
た
人
住
ま
ぬ
家
蝸か
た
つ
む
り牛	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

な
に
よ
り
も
短
歌
を
愛
し
数
万
の
名
句
残
し
て
師
は
旅
立
ち
ぬ	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

な
ん
と
か
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
迄
と
笑え

ま
い
た
る
師
の
面
影
が
目ま
な

裏う
ら

に
顕
つ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

賑
や
か
に
過
ご
し
て
子
等
は
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
り
て
あ
と
の
余
韻
の
残
る	

財
部
睦
美（
光
葉
）

新
聞
の
紙
面
に
増
え
ゆ
く
カ
タ
カ
ナ
語
目
に
す
る
度
に
老
い
安
か
ら
ず	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

突
然
の
春
過
ぎ
て
別
れ
は
つ
ら
き
歌
の
師
よ
共
に
学
び
し
友
よ
が
ん
ば
ろ
う	
松
本
静
子（
西
町
）

田
植
え
終
え
静
ま
り
か
え
る
青
田
に
は
白
鷺
・
青
鷺
・
軽
鴨
遊
ぶ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

五
月
晴
れ
苗
か
ら
ひ
と
月
田
に
揺
れ
て
深
ま
る
緑
が
梅
雨
入
り
を
待
つ	

山
本
彰
治（
高
田
）

小
雨
降
る
軒
下
に
川
辺
を
見
て
居
れ
ば
翻
り
行
く
二
羽
の
つ
ば
く
ら	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

家
め
ぐ
る
椎
の
若
葉
の
明
る
く
て
花
の
香
り
は
つ
よ
く
漂
う	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

こ
ん
な
に
も
百
人
一
首
お
も
し
ろ
く
今
に
し
て
知
る
そ
の
す
ば
ら
し
さ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

飛
蚊
症
の
水
玉
浮
か
ぶ
青
空
に
雲
雀
は
声
を
限
り
に
ぞ
鳴
く	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

何
が
あ
る
平
和
の
ほ
か
に
後
の
世
の
子
ら
に
手
渡
す
大
切
な
も
の	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

ひ
さ
び
さ
に
姉
と
つ
れ
だ
ち
産
土
の
慰
霊
碑
に
戦
死
の
兄
の
名
さ
が
す	

川
村
と
み（
堀
川
）

い
つ
の
日
か
ま
た
着
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
紫
の
ド
レ
ス
身
に
つ
け
て
み
る	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

さ
わ
さ
わ
と
緑
風
わ
た
る
こ
の
朝
齢
重
ね
て
米
寿
を
祝
う	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

あ
と
少
し
一
緒
に
生
き
て
ほ
し
か
っ
た「
今
夜
も
星
が　

ほ
ら　

き
れ
い
だ
よ
」	

根
本
邦
子（
押
砂
）

敗
戦
後
母
の
野
良
着
は
つ
ぎ
だ
ら
け
二
度
と
聞
き
た
く
な
い
あ
の「
わ
が
軍
」を	

諸
岡
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け
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り
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き
に
け
り	

板
橋
道
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福
田
）

道標単独 地蔵 観音 廻国巡拝 その他 計
江戸崎地区 2 6 14 5 7 34
新利根地区 1 1 5 1 2 10
桜 川 地 区 1 4 1 4 1 11
東 地 区 3 1 2 0 3 9

計 7 12 22 10 13 64

稲敷最古の道標（阿波）

江戸時代の道標調査集計表



ご意見を！　市民のみな
さんのご意見、ご提案を
今後の編集に反映してい
きたいと思います。秘書
広聴課まで。
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編集後記　▽最近、写真を撮る楽しさを思い出して来ましたよ〜。表紙の写真は、課内で厳正なる
投票が行われて決まります。今月は自分の写真がようやく表紙を飾ることができました。イェー
イ！（お情けだとわかっていますがちょっとうれしいG4出）　▽G4出さんは毎日微糖コーヒー
を飲んでいます。微糖コーヒーは身体に悪いと思っているのですが、どうなんでしょうか？ G4出
さんの将来が心配です。（7月から始まるドラゴンボールの新作を楽しみにしているH 人）

稲敷いなのすけ

地域おこし協力隊の4人が、毎月交
代で思い思いの記
事を書きます。
今月の担当は、

高
たかしま

島 聖
せ い や

也です。

地域おこし協力隊とは
都市から移住した人材が、地域力の維持・強化を図ることを目的
として、「地域おこし協力隊」として活動するものです。市では、移
住活動の支援や定住の促進を図っていくための活動と、マスコッ
トキャラクターを活用した地域活性化活動の2つの活動をします。

タイ米でつくることの多い、海南鶏
飯( カオマンガイ) ですが、ミルキ
ークイーンを使っても、大変おいし
くできました。

宮本豆腐店の木綿豆腐で、
豆腐ステーキをつくりました。
生姜を利かせたたれをかければ、
晩酌にもおすすめです。

おすそわけでいただいた、にんじん、
だいこん、セロリを、浅漬けにして、
少しずついただいています。お弁当
の片隅に、朝ごはんのお供に。

地域の方々と共に汗を流したり、地元のものをふんだんに
取り入れた食事をしたりすることを求めて、ここ稲敷市に
たどり着きました。
若い世代の地方移住が活発になりつつある中、稲敷で暮ら
す幸せを移住希望者に伝えるべく、精一杯活動します。
また、私自身が地域に根付いた生活を送り、稲敷で幸せに
過ごすモデルになれるように、日々、自らのライフスタイ
ルを見直しています。

稲敷は、食べ物がおいしい。
あたりまえのものが、あたりまえにうまい。
それらが身近にあるということが、こんなに幸せだとは。
炊飯器ひとつ持ったことのない若者は、稲敷の豊かな農産
物に魅せられて、自然と台所に立つようになりました。
その時々で手元にあるものを使って、「勝手に、稲四季弁当」
を作っていきます。
弁当箱から、季節を感じられるよう。

メールや郵送で写真をお送りください。
広報稲敷H27.11月号で紹介させていただきたく思います。
ご連絡をいただけましたら、実際に取材にも伺います。
お気軽にお申し付けください。
本記事についてのご意見、ご感想もお待ちしております。

●稲敷市　地域おこし協力隊
〒300-0595　茨城県稲敷市江戸崎甲3227番地1
TEL:090-3517-0614
MAIL:inashiki.chiikiokoshi@gmail.com
WEB:https://www.facebook.com/inashiki.chiikiokoshi

みなさんの「勝手に稲四季弁当」を見せてください。


